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令和７年度社会福祉法人奥州市社会福祉協議会事業報告 

 

「第３次奥州市地域福祉活動計画」の最終年度として、また「奥州市社会福祉協議会発展・

強化経営計画」に基づき、地域福祉の更なる充実と市民の福祉への信頼と期待に応える法人

経営の確立を目指し、令和７年度の事業を推進してまいりました。 

法人全体においては、安定した財源確保のための取組みとして、自主財源の確保と経営基

盤の強化に向けた検討を行い、より実効性の高い具体的な財源確保策を「第２次発展・強化

経営計画」の重点項目として再編しました。また、職員の専門性向上と中長期的なキャリア

形成を支援するため、「キャリアパス委員会」を計４回開催し、組織の指針となる「人材育

成基本方針」を策定いたしました。 

なお、将来にわたる安定的な運営を見据え、前年度の協議を経て決定した会費とささえあ

い協賛金の一元化を本格的に実施し、地域福祉活動の貴重な財源として持続可能な経営体

制の構築に繋げました。また、介護事業の収支改善を最優先とし、デイサービスセンターだ

いしの園の定員を令和８年１月から削減するなど、経営の適正化と事業体制の見直しを図

りました。 

地域福祉事業では、地域住民主体の支え合いの仕組みづくりを基盤に、「地域セーフティ

ネット会議」の普及と運営支援を推進しました。未設置行政区への立ち上げ支援や既存会議

への助言を通じて、地域の実情に応じた見守り体制の強化を図るとともに、江刺・衣川地域

におけるこども食堂の新規開設支援など、多様な主体が参画する地域づくりに取り組みま

した。さらに、多世代交流イベント「まっちいまんぷくフェス 2025」の開催を通じ、若い世

代も主体的に参加できる環境を整えることで、誰もが安全・安心に暮らせる地域共生社会の

実現に向け、事業を推進しました。 

また、本年度は現行の両計画が最終年度を迎えたことから、これまでの取り組みの成果と

課題を総括しました。社会情勢の変化や新たな福祉ニーズを的確に捉え、令和８年度から始

まる「第４次地域福祉活動計画」および「第２次発展・強化経営計画」を策定し、今後の本

会の方向性を明確にしました。 

重点事業の実施状況、新規・事業改編等の取組み状況については、次のとおりです。 

 

１ 重点事業の実施状況 

（1）「第３次奥州市地域福祉活動計画」の実施・評価と第４次計画の策定 

第３次奥州市地域福祉活動計画の最終年度として、地域住民主体の支え合いの仕組み

づくりを基盤に地域福祉の推進に取り組みました。 

地域セーフティネット会議を中心とした小地域ネットワークの形成を進める中で、見

守り活動から生活課題の把握、地域内での共有、生活支援、専門機関による支援へとつな

がる一連の流れが各地域において着実に定着していきています。 

また、これまでの取組の成果と課題の整理を行い、第４次地域福祉活動計画の策定に向 

けた検討を進めました。 
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① 誰もが安全・安心に暮らせる地域づくり 

ア 地域生活課題の発見や解決に向けた体制づくり《担当課：地域福祉課》 

地域セーフティネット会議の普及と運営支援を行い、地域における生活課題の早 

期発見と共有の仕組みづくりを進めました。未設置地域に対しては情報交換の場の 

立ち上げ支援を行い、既存の会議においては運営支援や助言を行うことで、地域ごと 

の実情に応じた見守り体制の強化を図りました。その結果、地域内での気づきと支え 

合いの関係が深まり、課題解決に向けた主体的な取組が広がっています。 

イ 災害時の安否確認や避難誘導に取り組める体制づくり《担当課：地域福祉課》 

見守り・安心台帳や避難行動要支援者台帳の整備を進めるとともに、地域セーフテ 

ィネット会議と自主防災組織が連携して「災害時の安否確認や避難誘導」に取り組め

る支援体制の構築を推進しました。 

平時からの見守り活動を基盤としながら、災害時にも機能する支援体制の構築に

取り組み、地域における防災意識の向上と支え合い体制が強化されました。 

 

② 子育て世代を地域で支える仕組みづくり《担当課：こども福祉課》 

こどもの居場所・こども食堂研修会や開設団体等を対象とした情報交換会の開催を通

して、様々なこどもの居場所の担い手育成に取り組みました。また、地域住民からのこど

も食堂新規開設に向けた相談に対応し、江刺地域と衣川地域の２か所でこども食堂の実

施を支援しました。多世代交流を目的に実施した「まっちいまんぷくフェス 2025」では、

高校生による手作りおやつの提供やイベントブースの企画実施を通して、こどもや若い

世代も主体的に参加する地域づくりに取り組みました。 

 

③ 市民の暮らしや活動を支える体制づくり  

ア 地域や専門機関が連携して見えにくい生活課題を解決する仕組み 

《担当課：地域福祉課》 

地域福祉コーディネーターを中心にアウトリーチを重視した支援を展開し、潜在

的な課題を抱える世帯の把握に努めました。把握された課題については、地域や関係

機関と共有し、生活支援や専門的支援へとつなぐことで、生活支援から専門的ケアま

でが途切れることなく連動し、複合的な課題に対する包括的な支援体制の強化を図

りました。 

イ 市民後見人として活動できる体制づくり《担当課：生活応援課》 

    市民後見人候補者名簿の登録者は８名となっており、うち２名が後見人及び保佐

人として活動を行っています。 

ウ 市民の相談を包括的に受け止めて支援する体制づくり《担当課：地域福祉課》 

重層的支援体制整備事業と連動しながら、複雑化・複合化した生活課題にも柔軟に 

対応できる包括的な相談支援体制を整備しました。関係機関との連携強化により、ど 

の相談窓口でも相談を受け止め、適切な支援へとつなぐ体制を構築しました。 
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④ 第４次地域福祉活動計画の策定 

第３次地域福祉活動計画の実施状況について評価を行い、地域の取組状況や課題を整

理しました。地域住民や関係機関との協議と調査結果を踏まえ、第４次地域福祉活動計画

の策定に向けた検討を進め、今後の地域福祉の方向性を明確化しました。 

 

（2）「発展・強化経営計画」の実施・評価と第２次計画の策定 

現行計画で進めてきた事務集約や組織のスリム化といった経営基盤整備の成果を総括 

しました。この強固な土台を継承しつつ、令和８年度から始まる「第２次発展・強化経営

計画」を策定しました。 

① 人材育成策の充実《担当課：総務財政課》 

職員の専門性向上と中長期的なキャリア形成を支援するため、「キャリアパス委員会」

を計４回開催し、「人材育成基本方針」を策定しました。 

 

② 安定した財源確保のための取組み《担当課：総務財政課》 

自主財源の確保と経営基盤の強化に向け、現状の課題整理を行い、より実効性の高い 

具体的な財源確保策を第２次発展・強化経営計画の重点項目として再編しました。 

 

③ 第２次発展・強化経営計画の策定 

社会情勢の急速な変化や、複雑化する生活課題、死後事務支援などの新たなニー 

ズを的確に捉え、あわせて介護事業の持続可能な運営体制の構築を重要課題に据え

た、令和８年度から 12年度までの５カ年を期間とする「第２次発展・強化経営計

画」を策定しました。 

 

２ 新規事業 

（1）地域共生社会の実現に向けた重層的支援体制整備事業の本格実施 

奥州市から受託した重層的支援体制整備事業について、地域福祉コーディネーターを

配置し、参加支援、アウトリーチ等による継続的支援、地域づくりの各事業を一体的に実

施しました。 

制度の狭間にある課題や支援につながりにくい世帯に対して、アウトリーチを通じて

関係性の構築を図りながら、地域資源や関係機関と連携した支援を行いました。また、地

域セーフティネット会議等と連動し、地域における支え合い活動の推進や居場所づくり

の支援を行うことで、地域全体で支える体制の構築を進めました。 

これらの取組により、地域と専門機関が一体となった包括的な支援体制が具体化し、地

域共生社会の実現に向けた基盤整備が着実に進展しました。 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

1 
総務
財政
課 

総務 理事会 

理事会  
理事 14 名及び監事３名で構成し、法人業務執行の協議、決定を行った。５回開催 

役員協議会 
理事 14 名及び監事３名で構成し、奥州市地域福祉活動計画と発展・強化経営計画の進捗状況を確認

するとともに、次期計画の策定に向けた検討を行った。また、介護保険事業に関する課題と方向性につ
いて協議した。３回開催 

      

2 
総務
財政
課 

総務 評議員会 
評議員 27 名で構成し、法人の議決機関として、役員の選任、予算・決算、定款変更、事業計画及び

事業報告を議決した。５回開催 
      

3 
総務
財政
課 

総務 三役会議 会長、副会長及び常務理事により法人業務を協議した。10 回開催       

4 
総務
財政
課 

総務 
評議員選任・解
任委員会 

理事会で承認された評議員候補者の経歴や選任理由等について審議を行い、選任に関する決議を行っ
た。２回開催  

   

5 
総務
財政
課 

総務 
部会・委員会等
の開催 

委員会 
・ボランティア・市民活動センター運営委員会及び法人後見運営委員会等事業推進に必要な委員会を設
置し、専門的な事項について協議した。 
・職員人事委員会を４回開催した。 

      

6 
総務
財政
課 

総務 
事業評価委員会
の開催 

事業評価委員会は開催していないが、発展・強化経営計画に基づき、実施した事務事業の自己点検及
び評価結果の検証を行った。 
地域福祉の向上に資する適正な事業運営と次期計画の策定に向けた課題の整理に努めた。 

    ○ 

7 
総務
財政
課 

総務 
第４次奥州市地
域福祉活動計画
の策定 

奥州市地域福祉活動計画策定委員会を設置し、令和８年度から 12 年度までの第４次計画を策定し
た。 

 ★  

8 
総務
財政
課 

総務 
第２次発展・強
化経営計画の策
定 

発展・強化経営計画「策定部会」と「作業チーム」を設置し、令和８年度から 12 年度までの中期経
営計画となる第２次計画を策定した。 

  ★ 

9 
総務
財政
課 

総務 
限られた人材財
源による効果的
事業展開の模索 

指標は示せなかったが、持続可能な経営体質の構築に向け、「収支管理」「積立資金管理」「人事管
理」を「第２次発展・強化経営計画」の重点施策として反映させた。 

  ○ 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

10 
総務
財政
課 

総務 
適正規模の職員
配置 

キャリアパス委員会を４回開催し、職員の専門性確保と中長期的なキャリア形成を支援するための
「人材育成基本方針」を策定した。方針に基づき、適材適所の人員配置や目標管理面談の実施、処遇改
善に向けた具体的な方策を整理した。 

    ○ 

11 
総務
財政
課 

総務 
本所と地域の拠
点 

支所職員と地域福祉コーディネーターの連携体制を構築した。地域担当制による仕組みを導入するこ
とで、地域課題への即応性と解決力を強化し、本所と支所が一体となって相談から活動支援までを迅速
につなぐ運営体制を整備した。 

  ○ 

12 
総務
財政
課 

総務 
組織機構の再検
討 

重層的支援体制整備事業の本格実施に伴い、地域福祉課内に「福祉のまちづくり支援室」を新設し、
地域福祉コーディネーターを専任配置した。地域セーフティネット会議の支援やアウトリーチを強化
し、地域へ出向く体制を構築した。 

  ★ 

13 
総務
財政
課 

人事 
役員研修・職員
研修の実施 

研修実施計画の研修体系に基づき役職員の資質向上のため、職場内研修及び派遣研修に取り組んだ。 
基本研修：全職員共通 
（内部研修） 
・安全運転講習会（３回 全職員） 

職階層別研修：初任者、中堅者、管理者 
（内部研修） 
・奥州市社会福祉協議会新任職員等研修会（13 名） 
・令和７年度管理者・管理職及び中堅職員研修会（21 名） 
・令和７年度係長・主任・主事級職員研修（28 名） 

（外部研修） 
・新任研修（２名） 

専門研修：地域福祉、生活支援、権利擁護、介護、児童等の分野ごと 
（内部研修） 

担当課 研修内容 

地域福祉課 
重層的支援体制整備事業担当者内部研修（13 回、担当職員全員）、遠野市社
協視察・情報交換会（４名）、北上市社協・湯沢市社協との情報交換会（５
名） 

（外部研修） 

担当課 研修内容 

地域福祉課 

生活福祉資金担当者研修（２名）、奥州市多機関協働推進事業ネットワー
ク研修会（４回、６名）、地域共生社会の実現に向けた庁内連携セミナー
（２回、８名）、生活支援コーディネーターオンライン研修（11 回、21
名）、地域ケア会議実践力向上セミナー（６名）、重層的支援体制の構築
に向けた人材養成事業地域づくり実践研修（３回、４名）等 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

生活応援課 
市町村長申立て支援講座及び成年後見制度に関する担当職員研修（２名）、
岩手県地域包括支援センター職員職種別研修「社会福祉士向け研修」（１名）、
奥州市多機関協働事業推進ネットワーク研修会（１名）等 

こども福祉課 
放課後の子どもの居場所指導者研修会（３回、24 名）、発達障害基礎研修
会（13 名）、子育て・家庭教育セミナー（３名）、全国福祉推進員研修
（４名）等 

介護事業課 
認知症対応型サービス事業管理者研修（１名） 第Ⅱ種衛生管理者（１名） 
社会福祉士（１名）等 

 

14 
総務
財政
課 

人事 人材育成の充実 
キャリアパス委員会を４回開催し、「人材育成基本方針」を策定した。キャリアパス作成及び中期職

員採用計画については、引き続き検討を行う。 
  ★ 

15 
総務
財政
課 

人事 
働きやすい環境
づくり 

職場環境の整備と再発防止のため「ハラスメント対策委員会」を継続開催した。全職員を対象とした
実態調査を行い、その結果分析を通じて課題を抽出し、風通しの良い組織づくりとハラスメントのない
職場環境の構築を推進した。 
ハラスメント対策委員会を６回開催した。 

   ○ 

16 
総務
財政
課 

経理 
安定した財源確
保のための取組
み 

自主財源の確保と経営基盤の強化に向け、現状の課題整理を行った。より実効性の高い具体的な財源
確保策を第２次発展・強化経営計画の重点項目として引き続き検討することとした。 

   ★ 

17 
総務
財政
課 

経理 

公的財源減に対
応する保有財産
の利活用方針の
設定 

胆沢総合福祉センターの有効活用を検討した。8/1 から生活介護事業所きらきらぼしに施設の一部を
貸し出し、資産の収益化と地域福祉資源としての利活用を両立させた。 

   ○ 

18 
総務
財政
課 

経理 
販売機の設置事
業 

奥州市総合福祉センター、江刺総合コミュニティセンターに自動販売機を設置し、売上手数料の益金を
福祉活動に役立てた。 
設置台数 ２台  手数料収入 132,877 円 

      

19 
総務
財政
課 

企画 広報活動の推進 

社会福祉協議会広報紙「おうしゅう福祉だより」を発行し、福祉活動の啓発を図るとともに、市民の
参画を促進した。また、企画編集の手法や掲載イラスト等を工夫し、読みやすく分かりやすい広報紙づ
くりに取り組んだ。 
 ・広報紙「おうしゅう福祉だより」の発行 年間４回発行 市内全世帯配布 
 ・マスメディア等への適時適切な情報提供 
 ・ホームページの活用 
 ・本会イメージキャラクターフレアイガーの積極的な活用 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

20 
総務
財政
課 

企画 

地域共生社会の
実現に向けた社
会法人の連携強
化 

設立２年目を迎え、社会福祉法人連絡会の地域部会・法人部会の活動へ積極的に参画し、地域課題の解 
決に向けた支援の検討を進めた。 

 ○  

21 
総務
財政
課 

企画 
地域福祉推進協
議会との協働に
よる事業推進 

各地区の協議会と実務を通じた情報共有を行い、協働体制を強化した。重層的支援体制整備事業の本 
格実施や地域福祉コーディネーターの配置について協議を積み重ね、地域課題の解決に向けた連携を深
めた。 

      

22 
総務
財政
課 

企画 
福祉活動推進員
設置事業 

市内の行政区単位に福祉活動推進員を委嘱し、地域福祉活動を推進した。 
奥州市 333 人委嘱（水沢 112 人・江刺 92 人・前沢 50 人・胆沢 49 人・衣川 30 人） 

      

23 
総務
財政
課 

企画 
福祉サービス苦
情解決事業 

第三者委員６名及び事業所ごとに苦情受付担当者を配置し、本会が提供する福祉サービス等に対する
苦情への適切な対応と解決により、利用者が福祉サービスを適切に利用できるよう取り組んだ。 
 ・福祉サービス運営適正化推進会議を２回開催した。 
・苦情解決研修（外部研修）３回開催 ４名参加 

      

24 
総務
財政
課 

企画 
奥州市社会福祉
大会の開催 

本市の社会福祉の向上に尽力され、多大な功績を残された方々を顕彰し、特別講演等により福祉活動
への共通認識と理解を深め福祉意識の醸成を図った。 
期  日  10 月 22 日 
会  場  奥州市文化会館 大ホール 
被表彰者  138 名 ・30団体 
記念講演  手足がなくても前向きに生きる理由～つながりの中で見つける、わたしの居場所～   

佐野 有美 氏       
参加人数  約 800 名 

      

25 
総務
財政
課 

企画 
奥州福祉推進市
民会議の推進 

第４次奥州市地域福祉活動計画の策定に向け、奥州福祉推進市民会議を全３回開催した。会議では現
行計画の評価検証を行うとともに、第４次奥州市地域福祉活動計画を策定した。 

      

26 
総務
財政
課 

企画 
共同募金運動へ
の協力 

地域福祉活動の重要な財源である共同募金事業との連携協力を図った。また、共同募金運動の必要性
を子どもや地域に理解されるよう、情報発信に努めた。 
・赤い羽根共同募金 

  目標額  25,000,000円 実績額  21,224,278円  
  目標達成率   84.9％ 募金件数     919 件 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

・歳末たすけあい募金 
  目標額  14,000,000円 実績額  12,385,986円 
  目標達成率   88.5％ 募金件数     774 件 
・災害義援金  
地震や台風、豪雨被害等 1,200,177 円 

27 
総務
財政
課 

企画 

総合福祉センタ
ーの経営  

市民の福祉増進と福祉意識の啓発を図り、地域福祉活動を総合的に推進するための活動拠点として運
営を行った。 

      

 

奥州市
総合福
祉セン
ター 

所在地  奥州市水沢南町 
利用件数 1,588 件 
利用人員 16,367 人 

      

 

胆沢総
合福祉
センタ
ー 

所在地  奥州市胆沢南都田 
利用件数 164 件 
利用人員 1,387 人 

      

28 
総務
財政
課 

企画 
福祉バス運行事
業 

地域福祉事業の活性化と福祉団体の活動支援のためにバス運行をした。 
運行回数 37 回  利用人数 674 人 

      

29 
総務
財政
課 

企画 
江刺総合コミュニ
ティセンターの経
営 

奥州市の指定管理を受け、市民の福祉増進と福祉意識の啓発を図り、地域福祉活動を総合的に推進する
ための活動拠点として活用し、適切な管理運営に取り組んだ。 
利用件数 881 件 利用人員 15,086 人 

      

30 
総務
財政
課 

企画 
江刺高齢者生産
活動センター 

奥州市の指定管理を受け、高齢者の経験や技術を生かした就業機会の増大を図り、生きがいを高める
ため、高齢者の生産活動を推進し、山村地域の振興を図った。 
 ・活動状況 

区 分 部員数 開設日 主な製作品 

陶器部 20 人 第１･第３月･火曜日 植木鉢、花びん、皿、茶碗、コーヒーカップ 

木工部 10 人 金曜日 塵取り、花台、玩具、ミニ箪笥、将棋盤 

竹細工部 23 人 第２･第４月･火曜日 かご、筆立て、ざる、ふご、手さげカバン 

食品部 ５人 随時 梅漬け 

合 計 58 人   

・運営委員会を２回開催した。 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

31 
地域
福祉
課  

地域
共生
推進
室 

小地域ネットワ
ーク事業 

地域生活課題の解決や福祉コミュニティーづくりに向けて、住民が主体的に行う地域セーフティネッ
ト会議や生活支援、いきいきサロンの普及促進のための支援を行った。 

  ★ ★ 

 

地域セ
ーフテ
ィネッ
ト会議 

地域の困りごとを抱える世帯、気になる世帯などの情報交換や、見守りの体制づくりを目的とした
「地域セーフティネット会議」の普及支援と助成金交付を行った。また、地域セーフティネット会議へ
地域福祉コーディネーターが出席し、運営の支援を行いながら、地域ごとに抱える課題の把握や要援護
者の情報共有の場として会議が進められるよう働きかけを行った。 
・取組状況、助成金交付実績 
実施行政区：239 行政区/333 行政区（実施率 71.8％）         

地域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計 

実施行政区数 84  45 48 41 21 239 

助成金額 420,000 円 225,000 円 240,000 円 205,000 円 105,000 円 1,195,000 円 
 

 
 
 
 
 
 
  

★ ○ 

支えあ
い事業
「にこ
にこネ
ット」
事業 

地域セーフティネット会議、生活支援、いきいきサロンなどを一体的に取り組む行政区に対して、小
地域ネットワーク事業助成金を交付した。  
・取組状況、助成金交付実績 

実施行政区：239 行政区/333 行政区、助成金額：4,495,000 円 

区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計 

小地域ネット
ワーク活動 

84 行政区 
1,490,000 円 

45 行政区 
930,000 円 

48 行政区 
865,000 円 

41 行政区 
795,000 円 

21 行政区 
415,000 円 

239 行政区 
4,495,000円 

 

 ○ ○ 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

    

ふれあ
い・い
きいき
サロン
事業 

○ござえん茶 
 集会所や会館を会場に、これまでのお茶飲み会や健康体操といった動きのある活動に加え、講習会や 
創作活動など新たな生活様式に配慮したふれあいサロンへの助成を行った。 
・取組状況、助成金交付実績 

地域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施カ所数 87 41 36 58 10 232 

実施回数 1,286 470 598 562 143 3,059 

参加人数 13,604 5,013 3,634 5,466 1,366 29,083 

助成金額 610,000 300,000 310,000 390,000 80,000 1,690,000 

○ごちそうさま 
ひとり暮らし高齢者の会食や子ども食堂など「食」を通じた多世代の交流の場づくりに対して助成を 

行った。 
・取組状況、助成金交付実績 

地域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施行政区数 12  10  ６ ２ ９ 39  

実施回数 167  154  69  20  112  552  

参加人数 2,065 1,295 719 232 940 5,251 

助成金額 210,000 240,000 130,000 30,000 160,000 770,000 
 

  ○ ○ 

生活支
援事業 

地域の困りごとを抱える世帯、気になる世帯の見守りや、近隣による除雪やゴミ出しなどの生活支援
に取り組む行政区に対して助成金交付を行った。 
・取組状況、助成金交付実績 
実施行政区：168 行政区/333 行政区（実施率 50.5％） 

地域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施行政区数 50 33 37 34 14 168 

世帯数 354 164 108 154 65 845 
実施回数 999 328 400 483 267 2,477 
助成金額 250,000 165,000 185,000 170,000 70,000 840,000 

 

 〇 〇 

住民支
え愛マ
ップ事
業 

地域セーフティネット会議の場において生活課題や要援護者の把握のためマップ作成・更新の支援を
行った。 
取組数 44 行政区 

  ○ ○ 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

32 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室  

住民支えあい推
進事業（避難行
動要支援者台帳
整備、緊急連絡
カードの配備） 

○見守り・安心台帳整備による見守り支援活動 
 平常時の見守りや安否確認、訪問活動を展開し、見守り・安心台帳の整備を進めた。（区分間に重複
あり）                                （単位：件） 

対象者区分 水沢  江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 
独居高齢者 719 241 45 73 47 1,125 
高齢者世帯 125 144 24 ９ 42 344 
寝たきり高齢者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
認知症高齢者 ９ １ ２ ０ ３ 15 
障がい（身体） 34 22 ７ ３ ２ 68 
障がい（知的） ３ １ ０ ０ ０ ４ 
障がい（精神） ６ ２ ０ １ ０ ９ 
難病・特定疾病 15 ７ ２ ２ １ 27 
その他世帯 80 33 ５ ３ 30 151 

合 計 991 451 85 91 125 1,743 
○避難行動要支援者台帳整備 
避難行動要支援者台帳の登録を進めた。（区分間に重複あり）       （単位：件） 

対象者区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 
独居高齢者 221 244 39 144 15 663 
高齢者世帯 56 63 20 82 10 231 
寝たきり高齢者 ０ １ １ ０ ０ ２ 
認知症高齢者  １ ６ ３ ０ ２ 12 
障がい（身体） 38 31 12 16 ７ 104 
障がい（知的） ３ ３ ２ ０ ０ ８ 
障がい（精神） ５ ２ ３ １ ０ 11 
難病・特定疾病 ８ 12 １ ０ １ 22 
その他世帯 19 11 ２ 14 ４ 50 

合 計 351 373 83 257 39 1,103 
○携帯用緊急連絡カードの配備 
緊急時の連絡先について確認し、自宅用と携帯用の２種類の緊急連絡カードの配備、更新を行った。 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 
1,332 枚 811 枚 165 枚 347 枚 162 枚 2,817 枚 

 

  ★ ★ 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

33 
地域
福祉
課 

地域共
生推進
室 

地域福祉推進協
議会の開催 

○地域福祉推進協議会の運営 
５地域ごとの地域福祉の推進や評価、地域課題の解決に向けて協議することを目的とした地域福祉 

推進協議会を開催した。 
 水沢地域福祉推進協議会 開催回数４回 
 江刺地域福祉推進協議会 開催回数４回 
 前沢地域福祉推進協議会 開催回数４回 
 胆沢地域福祉推進協議会 開催回数４回 
 衣川地域福祉推進協議会 開催回数４回 

  ○ ○ 

34 
地域
福祉
課 

地域共
生推進
室 

福祉活動推進組
織への助成事業 

地域福祉の向上・地域課題の解決に向けて助成金交付 
 地区振興会・支部・福祉活動推進協議会における地域福祉の推進を目的とした活動に対して、助成 
金を交付した。 
 総額  5,537,026 円 
水沢地域  8 団体 2,468,986 円 

 江刺地域 10 団体 1,257,000 円 
 前沢地域  4 団体   672,240 円 
 胆沢地域 13 団体   675,120 円 
 衣川地域  4 団体   463,680 円 

 ○ ○ 

35 
地域
福祉
課 

地域共
生推進
室 

生活課題を抱え
た世帯と地域福
祉活動をつなぐ
事業 

ペット等の多頭飼育やゴミ屋敷、孤立している世帯や危険な空き家等の地域生活課題の解決に向けて取り組む自治会等に

対して助成金を交付した。 
助成件数 １件（水沢地域） 助成金総額 90,000 円 

 ○  

36 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

生活福祉資金貸
付事業 

岩手県社会福祉協議会から受託し、生活困窮者自立相談支援事業との連携を図り、要支援者を対象
に、生活福祉資金の貸付による更生援助を行った。 
 ・相談対応(面談)件数 115 件 
・総合支援資金(本則)貸付決定件数 １件 
・緊急小口資金(本則)貸付決定件数 16 件 
・生活福祉資金福祉費貸付決定件数 ７件 
・生活福祉資金教育支援資金貸付決定件数 ４件 
 

コロナ特例貸付償還開始後滞納の続いている世帯に対して、償還指導及び自宅訪問を行った。 
・コロナ特例貸付償還指導(岩手県社協同席)  ９件 
・コロナ特例貸付自宅訪問(岩手県社協同行)  47 件 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

生活福祉資金貸付状況 

資金種類 
令和７年度貸付実績 貸付金累計 

件数 金額（円） 件数 金額（円） 

総合支援資金（コロナ特例除く）     １ 458,215 76 35,164,729 

緊急小口資金（コロナ特例除く）    16 1,404,000 116 9,755,000 

不動産担保型生活資金           ０  ０ １ 2,877,000 

離職者支援資金  ０  ０ ２ 2,100,000 

福祉資金福祉費 ７ 1,921,190 100 60,009,428 

教育支援資金 ４ 4,002,000 211 284,743,588 

コロナ特例緊急小口資金 ０  ０ 540 95,367,000 

コロナ特例総合支援資金(初回)       ０  ０  236 133,765,000 

コロナ特例総合支援資金(延長) ０ ０ 19 8,630,000 

コロナ特例総合支援資金(再貸付) ０  ０ 75 36,080,000 

合 計 28 7,785,405 1,376 668,491,745 

※貸付金は、令和８年３月末現在の金額 

37 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

たすけあい資金
事業 

生計維持が困難な要支援者を対象に、たすけあい資金の貸付による更生援助を行った。 
小口の生活支援貸付金５万円まで（無利子） 

令和７年度たすけあい資金貸付実績  家庭訪問償還指導（督促） 

貸付件数 44 件  訪問世帯 ０件 

貸付金額 1,500,000 円  訪問件数  ０件 

償還金額 1,475,000 円  訪問日数 ０日 

免除金額 40,000 円  面談件数  ０件 

滞納件数 23 件  償還件数 １件 

滞納金額 748,200 円  償還金額（再掲） 5,000 円 

未償還金額 988,200 円 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

38 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

歳末たすけあい
運動配分事業 
(激励金給付・地
域づくり活動助
成） 

歳末たすけあい募金により生活困難者への「激励金給付」と、孤立を防ぎ地域の絆を深める「地域福祉
活動助成」を行った。 
○激励金給付 

項 目 単価区分 
激励金 
金額 

世帯数 
合 計 

加算人数 
生活困難なひとり暮らし
高齢者世帯 

世帯給付 8,000 円 329 世帯 2,632,000 円 

生活困難な高齢者世帯 
世帯給付 8,000 円 29 世帯 

261,000 円 
人員加算 1,000 円 29 人 

生活困
難な介
護を要
する者
がいる
世帯 

寝たきり・認
知症高齢者 

世帯給付 8,000 円 16 世帯 
150,000 円 

人員加算 1,000 円 22 人 

障がい者 
世帯給付 8,000 円 130 世帯 

1,261,000 円 
人員加算 1,000 円 221 人 

難病 
世帯給付 8,000 円 5 世帯 

51,000 円 
人員加算 1,000 円 11 人 

生活困難なひとり親世帯 
世帯給付 8,000 円 81 世帯 

787,000 円 
人員加算 1,000 円 139 人 

その他の生活困難世帯 
世帯給付 8,000 円 66 世帯 

600,000 円 
人員加算 1,000 円 72 人 

災害被災世帯 世帯給付 10,000 円 6 世帯 60,000 円 

合 計 
世帯給付 

－ 
662 世帯 

5,802,000 円 
人員加算 494 人 

○地域福祉活動助成 

助成対象 
合 計  

件数 配分額 

地域交流・つながりづくり 161 件  3,621,000 円  

たすけあいによる生活支援 14 件 365,000 円 

その他 ３件 105,000 円 

合 計 178 件 4,091,000 円 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

39 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

民生委員・児童
委員(協議会)と
の協働活動の推
進 

民生委員・児童委員（協議会）と連携し、地域の福祉推進のための会議開催、見守り活動の取り組み
や歳末たすけあい運動配分対象者調査に併せて地域状況把握を進めた。また、各地域、各地区で開催さ
れる民生児童委員協議会の会議に毎月出席し、地域福祉活動推進のための連携を図った。 
（会議の名称） 

奥州市民生児童委員連合協議会民児協代表者会議   12 回      
水沢民生児童委員協議会地区会長会議        12 回    
江刺民生児童委員協議会会長・副会長会議      12 回 
市内法定 16 地区民児協定例会            12 回 

  ○  

40 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

福祉団体支援事
業 

○福祉団体支援・連携 
福祉団体事務委託契約を締結し、事業運営に関する相談や事業の推進について各種団体、機関と連携協

働し活動支援を行った。 
○関係団体支援の状況 

福祉団体名 市全域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 

老人クラブ連合会   ○ ○   

身体障害者福祉会   ○   ○ 

手をつなぐ育成会      ○ 

民生児童委員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

民生児童委員ＯＢ会  ○ ○    

遺族連合会   ○    

ボランティア連絡協議会 ○      

 
 
 
 
 
                  

    

41 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

おげんきみまも
りシステム 

江刺地域において、ひとり暮らし高齢者宅の電話を用いて健康状態を発信する「いわて“おげんき”
みまもりシステム」を活用して、近隣での見守りが困難な世帯の安否確認を行った。 
支援世帯数３世帯 

   

42 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

総合相談会の開
催 

奥州市文化会館を会場に、市民の抱える複合化・困難化した生活課題に効果的・効率的な支援を目指し
生活の自立支援と生活課題の解決に向け、くらしとこころの総合相談会を実施した。 
全３回開催 相談数 119 件（法律 18 件、相続 41 件、子育て３件、高齢者・介護 10 件、障がい４件、

こころとからだ 12 件、仕事４件、財産管理７件、お墓 11 件、生活全般９件） 

 ○  
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

43 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

地域共生推進事
業 

住民主体の地域福祉活動や、暮らしを支え合う地域づくりのため、福祉活動専門員を配置し、個別支援
と地域支援の充実を図った。 

 ★ ★ 

 

生活課
題の検
討・調
整 

【個別支援】地域セーフティネット会議等で、課題がある世帯に対し、相談支援機関や福祉サービスとの

つなぎ役を担った。  

【地域支援】地域セーフティネット会議の普及のため町内会や自治会等への働きかけを行った。 

 ○ ★ 

福祉専
門職の
育成 

地域福祉活動を進めるため、福祉活動専門員を対象とした研修を開催した。  ○ ★ 

44 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

地区協賛金事業 
地区の必要に応じて独自に協賛金を収集し、活動財源を確保する仕組みを提供したが、実施した地区は

無かった。 
★  ○ 

45 
地域
福祉
課  

ボラ
ンテ
ィア 
活動
振興
室 

ボランティア・
市民活動センタ
ー運営事業 

住民の福祉意識の高揚とボランティア活動の振興を図るため、研修の開催やボランティア連絡協議会
との連携を図った。 
 
ありがとうボランティア協力店事業 

高齢者や障がい者を対象とした買い物支援の取り組みとして、日用品の配達や店内での支援を行う 
ありがとうボランティア協力店事業を推進した。普及・拡大を進めるため、奥州市ボランティア連絡協議
会と連携して、店舗の巡回を行った。 
（水沢 21 カ所、江刺 24 カ所、前沢 10 カ所、胆沢５カ所、衣川１カ所、計 61 カ所） 
設置店舗内訳                       （単位：店） 

区  分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

こんにちは店 11 ０ ４ ４ ０ 19 

いらっしゃい店 ５ ０ １ ０  １ ７ 

こんにちは・ 
いらっしゃい店 

５ 24 ５ １ ０ 35 

合 計 21 24 10 ５ １ 61 

※こんにちは店（訪問支援型）、いらっしゃい店（店内配慮型）、両方を兼ねるこんにちは・いらっ
しゃい店（訪問支援型・店内配慮型） 

  ○  

 

抜け漏
れのな
い支援 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

  

地域に
おける
福祉教
育の推
進 

ボランティア活動の普及促進を図るためのボランティア研修は実施しなかったが、地域住民の福祉意
識の醸成を図るため、福祉体験の場を提供できるように指導者を派遣した。 
 いわて生活協同組合職員研修会（障害と合理的配慮、車いす体験） 10/23 10人 

  ○ ○ 

調査研
究・情
報提供 

民間活動資金の紹介、ボランティアイベント等を随時、報道関係機関へ情報提供を行った。また、 
SNS を使ったボランティア情報の発信にも努めた。 

 ○   

     

ボラン
ティア
コーデ
ィネー
ト／相
談・援
助 

○ボランティア・市民活動に対する相談、援助 
ボランティア活動希望者の相談対応、既存団体の運営支援、助成金活用に関する相談等を行った。 
相談件数：12 件 

○ボランティアの登録状況 

区分 団体数 会員数（人） 

交流・趣味 ６  52  

こども ２  30  

サポート ４  168  

施設訪問等 ８  92  

障がい 10  185  

法人・団体 10  1,912  

個 人 ０ 10 

合 計 40  2,449 

○奥州市社協ボランティア・市民活動センター運営委員会を開催し、ボランティア登録状況の確認やボラ
ンティア活動について情報交換をする場とした。 ２回開催 21 人出席 
○ボランティア活動保険加入状況 

区分 基本プラン 
天災・地震 
補償プラン 

合 計 

水 沢 1,725 人 114 人 1,839 人 

江 刺 78 人 ４人 82 人 

前 沢 168 人 １人 169 人 

胆 沢 43 人 １人 44 人 

衣 川 ８人 ０人 ８人 

合 計 2,022 人 120 人 2,142 人 

 ○  
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

○奥州ゆいっこ人材名鑑の登録と活用推進 
様々な特技を持つ市民を人材名鑑に登録・掲載し、自治会等からの要請に応じて、講師等を紹介す 

る仕組みを推進した。 登録者 42 人（団体） 派遣先 地域のサロン等 102 件 

  
 
 

 
 

ボラン
ティア
連絡協
議会と
の協働
事業 

ボランティア連絡協議会と共催し、奥州市で暮らし続けるためのボランティアの集いを開催した。 
 開催日  ２月 26 日 
 会 場  奥州市総合福祉センター  
テーマ  ボランティアの可能性「繋がり・支え合い・未来のために今できること」 
内 容  ①事例紹介「地域で取り組まれている買い物支援と居場所の提供」 

      ②グループワーク「分野を超えてつながるボランティア－自分らしい関りと、未来につなぐ
活動を考えるー」 

 参加者  50 人 

  ○   

福祉団
体・ボ
ランテ
ィア団
体支援
事業 

福祉団体・ボランティア団体の活動支援を通して、市民がボランティアに参画しやすい体制を構築し
た。 
○水沢工業高校テクノボランティア 
小地域の福祉活動の拠点となる集会施設等の電気設備点検や整備等を行う活動に対し、活動場所の紹

介等コーディネートを行った。 
協力者数 ６人 活動場所 31 カ所（水沢地域・江刺岩谷堂地区・江刺愛宕地区） 

○まえさわエコキャップ運動（前沢地域） 
「世界の子どもにワクチンを寄贈する活動」を目的に、まえさわエコキャップ運動推進委員会による

ペットボトルキャップ収集の活動支援を行い、「世界の子どもにワクチンを 日本委員会」へ寄付を行
った。 
収集実績 290 件、数量 2,500 ㎏ 売却益金 12,500 円（ワクチン約 625 人分） 

  ○   

 
 
 

 

 

 

 

災害被
災地や
被災者
支援 

○災害ボランティアセンターの設置・運営訓練 
岩手県社会福祉協議会と連携して、災害ボランティアセンターマニュアルに基づき設置・運営訓練 

を実施した。 
 開催日  10月31日 
 会 場  奥州市総合福祉センター 
 内 容  訓練「災害発生から災害ボランティアセンター設置まで（ロールプレイ形式）」 
        「災害ボランティアセンター設置・運営訓練」 
 参加者  58名 
○広域市町村社協「災害ボランティアセンターの設置・運営に係る研修訓練」２回参加 ４名  

  ○ ○ 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

    

福祉ボ
ランテ
ィア啓
発イベ
ント開
催事業 

○第 12 回ヒロノ福祉パーク祭 
開催日  ６/21 
場 所  江刺総合コミュニティセンター特設会場 
内 容  高齢者も障がいのある人もない人も、大人も子ども一緒に楽しめるステージや、来場者 

も参加し交流を深めるイベントを実施した。  
 参加者  約 400 人 
○奥州つながるフェスタ（協力） 
開催日  10/12  

 場 所  江刺総合支所 
 内 容  奥州市ボランティア連絡協議会に加入する 40 団体へ事業について周知し、参加を呼びか

けることで参加団体の拡充を図った。 

  ○   

46 
地 域
福 祉
課 

ボラ
ンテ
ィア
活動
振興
室 

住民参加型在宅
福祉サービス
「ささえあいの
会」 

住民参加型在宅福祉サービス「ささえあいの会」 
会員登録をした有償ボランティアによる、支援が必要な高齢者と障がい者の家事援助や生活援助を 

お手伝いする取り組みを推進するため、会員同士の連絡調整を行うコーディネート業務を実施した。 
（支援内容）洗濯、掃除、買い物、軽易な身の回りの世話、外出介助及び付き添い、話し相手等 
・会員数                         （単位：人） 

区  分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計 

おねがい会員 ２ １ 13 ０ ０ 16 

まかせて会員 ３ ３ ６ ３ １ 16 

合 計 ５ ４ 19 ３ １ 32 

・ささえあいの会活動状況                   （単位：件） 

区  分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

掃除等家事援助 43 14 277 ０ ０ 334 

通院の付き添い ０ ０ 11 ０ ０ 11 

外出支援や買物等 ０ ０ 108 ０ ０ 108 

留守・見守り ０ 11 43 ０ ０ 54 

草取り等軽作業 ０ １ ７ ０ ０ ８ 

その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 43 26 446 ０ ０ 515 
 

 〇 
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担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
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事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

47 
地域
福祉
課 

ボラ
ンテ
ィア
活動
振興
室 

ご近所福祉スタ
ッフ事業 

ご近所福祉スタッフによる活動 
 地域福祉活動の担い手として、50 世帯に１名を目安に、担当地域の見守り・声がけを行うご近所福祉
スタッフを委嘱し、見守り活動の推進を行った。 
・令和７年度末時点実人数 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

462 人 248 人 141 人 135 人 86 人 1,072 人 
 

  ○ ○ 

48 
地域
福祉
課 

ボラ
ンテ
ィア
活動
振興
室 

外出支援サービ
ス事業 

高齢者・障がい者等を対象に、ボランティアによるリフト付き車両の運行を行い、通院・公共施設 
への外出支援を行った。（福祉有償輸送許可事業） 
・利用内容 通院、買い物、諸手続き、会議など 

区 分 前沢 胆沢 衣川 合 計 

利用登録人数 10 ０ ４ 14 

利用回数 193 ０ 47 240 

ボランティア登録者数 ５ ０ ０ ５ 
 

  ○  

49 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

福祉車両貸出事
業「あばいん」 

車いす利用者等、１人では公共交通機関を利用して外出することが困難な在宅者の生活圏拡大と社会
参加への支援を目的として、福祉車両の無料貸出事業を実施した。 
・貸出し状況 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

34 件 ７件 26 件  ０件 ０件 67 件 

 
 

  ○  

50 
地域
福祉
課 

地域
共生
推進
室 

障がい
者等地
域生活
支援事
業 

自発的
活動支
援事業 

ゆったりサロン 
精神障がい者の居場所づくりを目的に、精神保健福祉ボランティアにじの会が取り組む「ゆったり 

サロン」活動に助成金を交付した。参加者 延べ 222 人 
期 日  令和７年４月から令和８年３月まで（毎月第３土曜日）の 12 回 

 会 場  奥州市総合福祉センター 
 助成金額 20,000 円 

 

    

移動支
援事業 

おでかけサポート事業 
一般の交通手段を利用する事が困難な障がい者に対し、外出のための福祉車両を貸出した。  
車両貸出回数 ２回 
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担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
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事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

社会参
加支援
事業 

奥州市総合福祉センターを会場に音声訳ボランティア初級講習会を４回開催した。受講者７人    

51 
地域
福祉
課 

福祉
のま
ちづ
くり
支援 
室 

重層的支援体制
整備事業 

地域福祉コーディネーター配置 
奥州市重層的支援体制整備事業実施要綱に基づき、多様な参加支援、地域づくりに向けた支援、アウ

トリーチ等による継続的支援を一体的に展開することで、地域住民の複合化・複雑化した支援ニーズに
対応する包括的な支援体制を構築することを目的として、制度や分野の狭間にある課題を早期に把握
し、本人・世帯に寄り添いながら、地域資源や関係機関と連携した切れ目のない支援に取り組んだ。 

★   

①参加支援業務 

既存の事業では対応が困難な個別ニーズに対応するため、本人や世帯の支援ニーズと地域の社会資源

を調整し、多様な社会参加の実現に取り組んだ。 

○参加支援の包括的コーディネート 

・地域資源（ひきこもり居場所、職業体験、地域活動等）とのマッチング  ６件 

・岩手県南振興局農政部との情報交換会 

・奥州市国際交流協会との情報交換会 

○参加を支える地域基盤の形成 

既存福祉サービスや関係機関と連携し、制度の狭間のニーズを受け止める地域の受け皿と支援基盤を 

強化に取り組んだ。 

・参加支援の相談受付 109 件 

・支援プランの作成 ４件 

・奥州市重層的支援会議への参加（参加支援に関するもの） ３件 

・奥州市支援会議への参加（参加支援に関するもの） ２件 

・奥州市ひきこもり支援会議への参加（参加支援に関するもの） ６件 

・相談者と社会資源のマッチング  ６件 

・定着支援、フォローアップ  21 件 

★   
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

②地域づくり事
業 

○資源開発 

高齢者の支援ニーズや地域資源を把握・可視化するとともに、地域住民や多様な主体と連携し、生活支 

援・介護予防サービスの企画支援や情報発信を行った。 

・資源マップの作成  171 件 

・地域の活動団体紹介チラシの作成  10 件 

・おかげさまを学ぶ講座  ４回 

【第１回】テーマ「慈悲のこころ」、「生活支援の取り組みを知ろう～入門編～」 7/18 60 名参加 

【第２回】テーマ「事例から学ぼう～奥州市金ケ崎地域権利擁護あんしんセンター編～」、 

「わたしの生き方ノートについて考えてみよう」、 

「生活支援の取り組みを知ろう ～ゴミ出し編～」 9/12 40名参加 

【第３回】テーマ「楽しく知って実践できるレクリエーション講座 第２弾」、 

「生活支援の取り組みを知ろう ～除雪編～」 11/18 29名参加 

【第４回】テーマ「事例から学ぼう～相続・遺言・成年後見編～」、 

「生活支援の取り組みを知ろう ～買い物支援編～」 1/16 69名参加 

○ネットワーク構築 

地域住民、関係団体、地域包括支援センター等との情報共有と役割整理を行い、目的を共有した連携体 

制を構築し、多様な主体による協働を促した。 

地域住民、関係団体、地域包括支援センター等との情報交換（ネットワーク構築に関するもの）  
1,482 件 
○ニーズと取り組みのマッチング 
把握した高齢者の支援ニーズと生活支援・介護予防サービスを適切に結び付け、関係者と調整しなが 

ら、地域の支え合い活動への参加を促した。 
・地域住民や関係団体からの相談受付（ニーズと取り組みのマッチングに関するもの） 334 件 
・ニーズと取り組みのマッチング 24 件 

○地域ニーズ・生活課題の把握 

地域住民のニーズや生活課題、社会資源の状況を把握し、地域セーフティネット会議等を通じて実態を 

共有し、地域づくりに向けた情報を整理した。 

アンケートの実施（かたりあいの輪福祉懇談会：29 地区、地域協働研究：ネット会議実施行政区 232 行

政区） 

○住民主体の活動支援と情報発信 

地域活動への助言や情報提供、住民と活動のマッチングを行い、住民主体の取り組みの充実を図った。 

★   
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

・セーフティネットだより（福祉だより）発行３回 

・ネット会議開催への支援：235 件 

・Instagram：投稿 58 件、平均 26.2 いいね  フォロワー445 名 

○居場所づくりの推進 

世代や属性を超えた交流の場として、サロンや地域の居場所づくりを支援し、住民が安心して関われる 

地域コミュニティーの形成を図りました。また、活動団体同士のネットワーク構築や若い世代が地域活動 

に参加する機会を作った。 

・まっちぃまんぷくフェス：１回 

・ひといきキッチン：１回 

・居場所づくりへの支援：103件 

○地域づくりを支えるプラットフォーム形成 

行政、住民、関係団体等が課題や資源を共有し協働できる場を設け、新たな関係性の構築と地域課題の解決につながる取 

り組みを推進した。 

・プラットフォーム構築のための訪問等（ネット会議の未設置行政区への働きかけ等）：88 件 

・ネットワーク構築や拡大に関する会議の実施（買い物支援の連絡会等）：41 件 

   
③アウトリーチ
を通じた継続的
支援事業 

長期にわたりひきこもり状態にあるなど、複合化・複雑化した支援ニーズを抱えながら、必要な支援が

届いていない者に対し、アウトリーチ等を通じて本人との信頼関係の構築及びつながりづくりに取り組

んだ。 

・アウトリーチ等に関する相談受付 522 件 

・支援プランの作成 ４件 

・奥州市重層的支援会議への参加（アウトリーチに関するもの） ９件 

・奥州市支援会議参加（アウトリーチに関するもの） ９件 

・奥州市ひきこもり支援会議への参加（アウトリーチに関するもの） ６件 

・制度狭間の対象世帯へのアウトリーチ件数 522 件 

・家庭訪問 141 件 

・情報収集、連絡調整 294 件 

・相談者及び関係機関への情報提供 129 件 

・同行支援  20 件 

★ ★  
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

52 
地域
福祉
課 

福祉
のま
ちづ
くり
支援
室 

岩手県立大学地
域共同研究 

岩手県立大学と協働し、地域セーフティネットワーク会議を実施している行政区を対象に地域が抱え
る福祉課題をテーマとした調査をし、実践的検証を行った。 
研究対象行政区：232 行政区（回収：181 行政区） 

○   

53 
生活
応援
課 

福祉
サー
ビス
利用
支援 

奥州金ケ崎地域
権利擁護あんし
んセンターの運
営 

成年後見制度や日常生活自立支援事業の対象となる権利擁護を必要とする方が、地域で安心して暮ら
し続けられるように相談支援を実施した。また、法人後見の取り組みを通じて地域連携ネットワークを
構築し、包括的な権利擁護の仕組みづくりに取り組んだ。なお、障がいや高齢等により判断能力が十分
でない方などが安心した生活が送れるよう、福祉サービス利用のための相談支援を行った。 
○奥州金ケ崎地域連携ネットワーク運営会議の開催 
 奥州金ケ崎地域権利擁護あんしんセンター事業の円滑な実施のため、連携自治体間の基本協定に基づ
く会議 

   第１回 ５/15 出席者 13 名 
   第２回 ３/12 出席者 12 名 
○支援会議の開催 

要援護者の状態に応じた権利擁護支援の方針等を協議するため、支援会議を開催した。 
  第１回 ７/28 協議案件１件 出席者 10 名 
  第２回 ８/８ 協議案件１件 受任調整件数１件 出席者 13 名 
  第３回 10/28 協議案件２件 出席者９名 
  第４回 11/25 協議案件２件 受任調整件数２件 出席者 14 名 
  第５回 １/27 協議案件２件 受任調整件数２件 出席者 11 名 
  第６回 ２/24 協議案件１件 受任調整件数１件 出席者 11 名 
○奥州金ケ崎地域権利擁護あんしんセンターと盛岡家庭裁判所水沢支部との情報交換会 

 第１回 ６/16 関係職員３名出席 

 ○  

 

奥州金
ケ崎地
域連携
ネット
ワーク
協議会
の開催 

成年後見制度の利用が必要な人が制度を利用できるよう、奥州市及び金ケ崎町成年後見制度利用促
進基本計画に基づく関係者間の情報共有及び連絡調整を図るため、奥州金ケ崎地域連携ネットワー
ク協議会を開催した。 
期 日 ５/30  出席委員 11 名・オブザーバー出席１名 
内 容 令和７年度奥州金ケ崎地域権利擁護あんしんセンター事業計画について 等 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

成年後
見制度
の啓発
と相談
支援 

○成年後見制度の理解を深めていただくため、市内事業所等に出向き事業説明を行った。 
 福祉団体１回  市内事業所２回  地域住民講座３回  その他３回 
○関係機関の連携・協働のため、権利擁護支援に係る制度や事業の理解を深めるために、奥州金ケ崎地
域権利擁護研修会（奥州地域日常生活自立支援事業関係機関等連絡会）を開催した。 
期 日 ２/18 参加者 46 人 

 内 容 専門職後見人から見た権利擁護の実務における課題 他 
○成年後見制度申立の相談対応、手続き支援等を行った。 
支援により申立て手続きを行ったケース ９件（高齢者６件、障がい者３件） 

 支援により申立て手続き中のケース   10 件（高齢者５件、障がい者５件） 

 ○ 

 

 
 

      

市民後
見人養
成の取
組み・
活動支
援 

○身近な市民の立場で後見活動を行う市民後見人養成のため、「市民後見人養成講座」を開催した。 
実施期間  ９/10～10/８ ５回 修了者 10 名 

○本会及び市民後見人による複数後見を行った。市民後見人が円滑に活動できるよう支援を行った。 
 件数 １件 

 

★  

法人と
して成
年後見
の受任 

○成年後見制度の利用支援と法人後見の受任による不動産や預貯金等の財産管理、契約の代行、身上監護
等を行った。受任については、法人後見運営委員会を開催した。 
受任件数 20 件（後見 12 件、保佐６件、補助２件）  

○法人後見運営委員会を開催し、後見受任や市民後見人による複数後見について協議した。 
第１回 ８/27  出席委員４名 複数後見可１件 
第２回 12/23 出席委員６名 後見受任可１件 
第３回 ２/24 出席委員６名 後見受任可１件 

     

    

日常生
活自立
支援事
業 

福祉サービスの利用支援、日常的金銭管理サービス、通帳書類等預かりサービス及び相談・訪問活動
を行った。                            （単位：件・人） 

区 分 
日常生活自立支援事業に関するもの 問合せ 

その他 
合 計 

認知症 知 的 精 神 その他 

相談援助件数 367 693 841 5 8 1,914 

契約締結件数 0 2 0 0  2 

契約終了件数 3 1 5 0  9 

実利用人数 10 30 25 0  65 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

54 
生活
応援
課 

生活
困窮
者自
立支
援 

奥州市・金ケ崎
町生活困窮者自
立相談支援事業  

奥州市民及び金ケ崎町民を対象に、経済的に困窮し、最低限度の生活維持ができなくなる恐れのある
人に対し、相談者に寄り添う伴走型の相談援助を行った。 

 奥州市 金ケ崎町 

新規相談受付件数 260 件 18 件 

プラン作成件数 
41 件 

(うち再プラン策定５件) 
３件 

(うち再プラン策定１件) 

支援終結件数 55 件 ９件 

支援調整会議開催回数 22 回 ４回 
 

      

 

生活困
窮者就
労準備
支援事
業、被
保護者
就労準
備支援
事業 

生活困窮世帯及び生活保護世帯に対し、早期に困窮状態から脱却することを支援するため、日常生
活、社会生活及び就労の自立支援を提供し、一般就労に結びつくよう支援した。 
○奥州市生活困窮者就労準備支援事業 
・新規就労準備支援業務対象者 ２人 
・実施プログラム４種類 39 回開催 延べ 57 人参加 

区  分 回数 参加者数(延べ) 

 カウンセラー面接相談 14 回 18 人 

 やる気向上プログラム 15 回 22 人 

 軽作業 ９回 15 人 

 職場見学・体験 １回 ２人 

・就労者  １人 
○奥州市被保護者就労準備支援事業 
・新規就労準備支援業務対象者 １人 
・実施プログラム３種類 18 回開催 延べ 18 人参加  

区  分 回数 参加者数(延べ) 

 やる気向上プログラム ２回 ２人 

 軽作業 ４回 ４人 

 パソコン練習日 12 回 12 人 

・就労者  ０人 

   

生活困
窮者家
計改善
支援事
業 

家計に課題を抱える方の相談に応じ、その状況を明らかにして生活の再生に向けた意欲を引き出し、
管理する力を高め、早期に生活が再生されることを目的とした相談援助を行った。 
プラン作成件数 ２件 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

     

 
 
  

無料職
業紹介
所設置
運営事
業 

奥州市内に居住する生活困窮者自立相談支援事業の利用者に対し就業を斡旋するため、厚生労働省の
認可を受け、無料職業紹介を行った。 
職業斡旋件数 求人０件・紹介０件 

 

    

フード
バンク
運営事
業 

何らかの理由で生活が困窮した状態になり、当面の食料がない世帯に対し、企業及び市民から寄付さ
れた食品を提供した。 
食品受付件数 103 件   提供件数 世帯へ提供 152 件(209 人) 

      

家族食
堂事業 

様々な理由で困窮している世帯に対し、飲食店経営者の理解を得ながら食事を提供することで、家族
の団らんや社会参加の機会を提供し、自立支援につなげていくことを目指し事業を実施した。 
家族食堂協力店舗 ８店  提供件数 ０件（０人） 

      

55 
生活
応援
課 

地域
包括
支援  

地域包括支援セ
ンター運営事業  

専門知識を持った保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーを配置し、住民の各種相談を受けて必要
な制度や機関につなげた。また、要支援認定を受けた方のケアプラン作成、居宅介護支援事業所のケア
マネジャーに対して個別指導や相談支援を行った。 
サービスを提供する地域：水沢中央地域（水沢・佐倉河）えさし南地域（愛宕・田原・藤里・伊手・稲
瀬） 

      

 

地域包
括支援
センタ
ーみず
さわ中
央  

相談内容                      （単位：件） 

項     目 総件数 実件数 

介護予防に関する相談 164 72 

介護保険に関する相談 783 277 

権利擁護に関する相談 25 ５ 

高齢者虐待に関する相談 35 ４ 

包括的・継続的ケアマネジメントに関する相談 52 14 

福祉事業に関する相談 ０ ０ 

保健事業に関する相談 ０ ０ 

その他総合相談 486 137 

合 計 1,545 509 

事業実施回数          （単位：回） 

個別地域ケア会議 ４ 

認知症カフェ開催 12 
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担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

プラン作成数                       （単位：件） 

項     目 総 数 包括作成数 委託数 

介護予防ケアマネジメントプラン作成数 1,441 540 901 

介護予防支援プラン作成数 1,924 621 1,303 

家族介護教室 
第１回 期日及び参加者 12/12 20 名参加 

テーマ「幸せに送られるための「安心！終活セミナー」 
第２回 期日及び参加者 1/25 20 名参加 

     テーマ 「ご存知ですか。わたしの気持ち」 
第３回 期日及び参加者 2/13 17 名参加 

     テーマ 「音楽リクリエーション教室」 

 

 

 

 

地域包
括支援
センタ
ーえさ
し南 

 
相談内容                         （単位：件） 

項     目 総件数 実件数 

介護予防に関する相談 169 75 
介護保険に関する相談 355 142 
権利擁護に関する相談 17 ４ 

高齢者虐待に関する相談 85 12 
包括的・継続的ケアマネジメントに関する相談 179 18 
福祉事業に関する相談 ０ ０ 

保健事業に関する相談 １ ０ 

その他総合相談 505 124 
合 計 1,311 375 

事業実施回数         （単位：回） 

個別地域ケア会議 ６ 

認知症カフェ開催 12 

プラン作成数                       （単位：件） 

項     目 総 数 包括作成数 委託数 

介護予防ケアマネジメントプラン作成数 1,399 554 845 
介護予防支援プラン作成数 1,210 439 771 
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課 

部門 
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計画 

発展
強化
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計画 

家族介護教室 
第１回 期日及び参加者 10/15 12 名参加 

テーマ 「高齢者のための防災～災害時にあわてないように～」 
第２回 期日及び参加者 11/16 13 名参加 

     テーマ 「認知症について正しく理解しよう」 

56 
こど
も福
祉課 

 
 
 

 

放課後児童クラ
ブ運営事業 

就労等により保護者が日中家庭に不在となる小学校児童を対象として、放課後、長期休暇及び土曜日
に適切な遊びや生活の場を提供し、健全育成活動に努めた。また、地域組織と連携し、地域における子
育て世帯の総合支援を行った。 

   

 

水沢放
課後児
童クラ
ブ等指
定管理
事業 

水沢地域 ８施設／定員 520 人  
施設名 定員（人） 開設日数（日） 利用人員（人） 

 水 沢 65 251 12,374 
みなみ 90 277 17,567 
ときわ 90 270 16,813 
佐倉河 65 281 13,618 
真 城 65 255 12,749 
姉 体 65 255 10,939 
羽 田 40 251 6,735 
黒 石 40 253 1,716 

江刺地域 １施設／定員 60 人 

施設名 定員（人） 開設日数（日） 利用人員（人） 

江刺愛宕 60 254 11,692 

胆沢地域 ２施設／定員 75 人  
施設名 定員（人） 開設日数（日） 利用人員（人） 

胆沢笹森 50 256 6,675 
南都田 25 253 4,890 

   

  

 

古城放
課後児
童クラ
ブ指定
管理事
業 

前沢地域 １施設／定員 135 人 

施設名 定員（人） 開設日数（日） 利用人員（人） 

古 城 135 273 24,068 
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放課後
児童健
全育成
事業 

衣川地域 ２クラブ／定員 60 人 

施設名 定員（人） 開設日数（日） 利用人員（人） 

衣川 30 254 4,477 

衣里 30 201 4,152 

 
≪合 計≫   

地 域 開設日数（日） 利用人員（人） 

水 沢 2,093 92,511 

江 刺 254 11,692 

前 沢 273 24,068 

胆 沢 509 11,565 

衣 川 455 8,629 

合 計 3,584 148,465 

   
 

 

  

57 
こど
も福
祉課 

- 
福祉教育推進事
業 

○市内の教育・保育施設と連携し、児童生徒の福祉教育を推進した。地域交流やボランティア活動を通
じ、福祉の学びを支援することを目的として福祉推進校を指定した。「集める」「触れ合う」「手伝
う」「広める」「学ぶ・体験する」「調べる・発表する」「その他」の項目から活動内容を選択し取り
組みした学校等へ補助金を交付した。 

  幼・保 小学校 中学校 高校以上 合 計 

指定校数 ９校 11 校 ２校 ４校 26 校 

○市内各学校等の総合学習支援 
福祉学習に取り組みやすい環境と方法を提案し、充実した福祉の学びになるよう学校等に対しサポー 

トした。また、障がい当事者の講話、点字体験学習及びキャップハンディ体験学習の出前講座を実施し
た。地域にある公共施設を活用したふくしの授業を実施し、身近にある課題への気づきを促し、共生に
ついて考える機会とした。 

 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施回数 ６回 ７回 ２回 ２回 0 回 17 回 

○福祉教育推進セミナーの開催 
福祉教育を進めるにあたり、効果的なプログラムづくりの発想と手法を知る機会として、教職員、 

学校運営協議会委員、民生委員・児童委員、ボランティアを対象として、セミナーを開催した。 
開催日：６月 30 日 参加人数：66 名 
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58 
こど
も福
祉課 

 

こども食堂運営
推進事業 

○地域住民によるこども食堂の運営や立ち上げを支援し、地域交流の活性化を図った。また、こども食
堂への食材寄付等の呼びかけを行い、市民や企業から寄付があったものを各こども食堂へ調整し提供し
た。 
 食材寄付の受付実績 29 件 
食材提供の支援実績 延べ 101 団体（2,906 件） 

○運営継続のための情報提供 
他団体の助成金等の情報について、市内のこども食堂へ情報提供を行った。また、助成金申請に関連

する相談対応や書類作成の支援を行った。 

   

 運営支
援 

立上げ支援に係る相談対応 ３件（うち２件が新規でこども食堂開設） 
市内のこども食堂への訪問支援 ８回 

  
 
★ 

 

 
ボラン
ティア
育成 

ボランティア・運営スタッフ向け研修会や情報交換会の開催 
○こどもの居場所・こども食堂研修会 
 こども食堂（地域食堂）に関心のある方を対象に、食堂の立ち上げから運営をスムーズに進めるため
の情報提供や、担い手として活躍するボランティアの育成を目的に実施した。 
 開催日：11 月 27 日 
 内 容：青森県にて開設中１団体、市内２団体による活動事例紹介。 
     青森県社協職員をコーディネーターとして招き、開設団体同士のパネルディスカッションを

行った。 
 参加者：24 名 
○第１回奥州市内こども食堂開設団体等情報交換会 
 開催日：7 月 15 日 
 内 容：団体同士のネットワーク構築を目的とし、各開設団体が活動紹介を行い、運営上の工  
     夫や課題について情報交換を行った。         
 参加者：27 名 
○第２回奥州市内こども食堂開設団体等情報交換会 
 開催日：１月 28 日 
 内 容：栄養士によるこども食堂向けのレシピの紹介と調理実習及び情報交換を行った。 
     また、各団体の運営上の工夫、課題を共有した。 
 参加者：21 名 
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59 
こど
も福
祉課 

 
ファミリーサポ
ートセンター事
業 

 
子育ての支援を受けたい人と支援を行える人が会員登録をし、有償で相互援助を行った。 

会員数 

おねがい会員(支援を受けたい人) 807 名 まかせて会員(支援を行える人) 275 名 

どっちも会員 33 名 合 計 1,115 名 

 
年間活動件数                           （単位：件） 

活 動 内 容 件 数 

保育施設（保育所・幼稚園）の保育開始時や保育終了後の子どもの
預かり 

   124 

保育施設（保育所・幼稚園）の保育開始時や保育終了後の子どもの 
預かり及び預かりに係る送迎 

15 

保育施設（保育所・幼稚園）への送迎のみ 16 

放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり ０ 

放課後児童クラブ終了後の子どもの預かりに係る送迎 ０ 

放課後児童クラブへの送迎のみ 12 

学校の放課後の子どもの預かり（長期休業中など学校が休みの場合
も含む） 

27 

冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の際の子どもの預かり    25 

買い物等外出の際の子どもの預かり  163 

病児・病後児の預かり ０ 

保護者の短時間・臨時的就労の場合の援助 59 

学校の送迎・ことばの教室・習い事の送迎 363 

保護者の通院・その他急用の場合の援助 13 

複数の子どもがいる場合の援助（きょうだい） 255 

育児のお手伝い（母同席） 21 

保護者のリフレッシュ ２ 

預かり後の自宅への送り １ 

合 計 1,096 

 
 
 

  〇  
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会員向け講習会、交流会等のの開催 
 ・会員講習会「こども応急手当」「普通救急救命講座」を２回開催した。19 人参加。 
・会員交流の場としてファミカフェを２回開催した。会員 53 人、託児４人、一般８人参加。 
・親子の居場所づくりとしてファミサポらうんじを２回開催した。54 人参加。 
・提供会員交流としてファミサポミーティングを２回開催した。会員 12 人、一般 10 人参加。 
・会員講習会として「バスボム（入浴剤づくり」を開催した。会員 11 人参加。 
・会員講習会として「リース作り」を開催した。会員 14 人参加。 

会員の加入促進及び事業周知 
 ・会員募集のチラシを市内の子育て施設や店舗に配架依頼をするとともにイベントの際やボランティ

アグループに配布した。 
 ・福祉まつり等のイベントの際にブースを設置し事業説明会を開催した。 
 ・会員交流会「ファミサポミーティング」で会員促進のため意見交換を実施した。 
・おうしゅう福祉だよりへ会員募集の記事を掲載した。（11 月発行） 
・ファミリーサポートセンターホームページをリニューアルし、よりわかりやすい情報発信を行っ
た。また、公式ＬＩＮＥやインスタグラムを活用し、ファミサポつうしんや活動の様子等の情報提
供と事業周知を図った。 

60 
こど
も福
祉課 

  
サードプレイス
事業 

奥州市総合福祉センター地域交流室をこどもの居場所として開放し、事業を行った。 
  開設日数 97 日 利用登録 ５人 利用実績延べ 38 人 

 ○  

61 
こども
福祉課 

 子育て世帯訪問支
援事業 

奥州市からの要請に基づいて訪問支援員を派遣し、家庭環境を整える支援を行った。 
また、家事・育児等に対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケアラー等の家庭に対し

て、傾聴・家事・育児の支援をする訪問支援員（子育てヘルパー）の養成研修を行った。 
・利用申請受付実績 １件 
・ヘルパー派遣回数及び派遣時間 28 回・47 時間 
・訪問支援員（子育てヘルパー）養成研修会を３回開催。47 名参加。  

 ・事業実施に向けた関係者間での協議 １回 
・事業利用見込み者について関係者で事前ケース会議 ３回 

 ・研修全過程修了者（訪問支援員登録者） 15 名 
 

 ○ 
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62 
介護
事業
課 

 

介護事業部門の
事業方針設定 

介護事業の収支改善を最優先課題とし、事業実績および将来予測に基づき、経営改善対策を考え、役員
協議会での協議を経て経営の適正化を図った 。具体策として、デイサービスセンターだいしの園の利用
定員を令和８年１月から削減し、じゅあんの園デイサービスセンターを３月末日で廃止した。 

  ○ 

63 
介護
事業
課 

居宅
介護
支援
サー
ビス 

居宅介護支援事
業 

介護保険の認定を受けた方のケアプラン作成を行い、介護保険制度を円滑に利用できるよう支援した。   
・介護給付    月平均利用人数 110人  
年間件数    1,316件      目標値  1,512件・達成率 87.0％ 
介護給付費   21,200,000円  目標値  24,144,000円・達成率 87.8％ 

  
・介護予防支援  月平均利用人数 37.0人 
年間件数      459件           目標値 480件・達成率 95.6％ 
介護予防支援費 2,130,760 円    目標値 2,184,000 円・達成率 97.6％ 

    

64 
介護
事業
課 

介護
保険
サー
ビス 

訪問介護事業ヘ
ルパーサービス
「げんき」 

介護保険の認定を受けた方、障がい者、要介護認定で事業対象者となった高齢者へホームヘルパーが
訪問し、家事支援や身体介護を行い、在宅生活を継続的に支援した。 
 
介護保険訪問介護事業 

サービス提供日数 365 日  

提供件数 16,246 件 要介護 9,309 件、要支援 6,937 件 

月平均利用人数 186 人 要介護  89 人、要支援  96.8 人 

月平均提供件数 1,354 件 要介護 776 件、要支援   578 件 

１日平均提供件数  45 件 要介護  26 件、要支援  19 件 

介護料収入 33,768,950 円 目標値 44,088,000 円 達成率 76.6％ 

介護予防料収入 24,522,050 円 目標値 34,380,000 円 達成率 71.3％ 

障がい者訪問介護事業 

提供件数 6,276 件 

月平均利用人数 83 人 

月平均提供件数  523 件  
目標値 44,112,000 円 達成率 67.0％ 事業収入 29,546,760 円 

 
 

   ○ 
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65 
介護
事業
課 

介護
保険
サー
ビス 

通所介護事業 介護保険の認定を受けた方に対して、デイサービス事業（通所介護・予防通所介護事業）を行った。 
 

  

 

デイサ
ービス
センタ
ーだい
しの園 

１日の利用定員 18 人（R8.1 より 10 人） 

開設日数 257 日  

月平均利用人数 178 人  

延利用人数  2,131 人  

1 日平均利用人数    8 人  

介護予防・総合事業（要支援）   591 人 要支援 

介護予防料収入 3,476,300 円 目標値 4,623,100 円 達成率 75.2％ 

介護給付（要介護） 1,540 人 要介護 

介護料収入 14,090,860 円 目標値 22,867,400 円 達成率 61.6％ 

食費等（再掲） 1,706,700 円  
 

 

  
 
○ 

胆沢デ
イサー
ビスセ
ンター 

１日の利用定員 20 人 

開設日数 102 日  

月平均利用人数 48.6 人  

延利用人数 583 人  

1 日平均利用人数 6 人  

介護予防・総合事業（要支援）  267 人 要支援 

介護予防料収入 1,582,180 円 目標値 3,187,400 円 達成率 49.6％ 

介護給付（要介護） 316 人 要介護 

介護料収入 2,679,510 円 目標値 4,890,600 円 達成率 54.8％ 

食費等（再掲） 417,900 円  

 
 
 

 

 ○ 
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66 
介護
事業
課 

介護
保険
サー
ビス 

通所介護事業 
小規模多機能型
居宅施設「あす
も」 

小規模施設において、「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への「訪問」を組み
合わせ、家庭的な環境と地域住民との交流の中で日常生活上の支援や機能訓練を行った。  
利用登録定員 24 人 １日の定員 通所 12 人、宿泊５人 

月平均登録者数 18.0 人 

延利用人数 
通い  3,239 人 
泊り  1,483 人 
訪問 3,254 人 

月平均利用人数 
通い    270 人 
泊り    124 人 
訪問   271 人 

地域密着型介護料 38,035,180 円 目標値 49,032,000 円 達成率 77.6％ 
目標値  6,659,000 円 達成率 119.4％ 利用料等収入 7,948,040 円 

 

1
日
の
利
用
定
員
1
8
人 

  

   

67 
介護
事業
課 

介護
保険
サー
ビス 

いさわ高齢者複
合施設「じゅあ
んの園」  

認知症対応型グループホームと認知症対応型デイサービスセンターの複合型施設の経営を行った。      

 
グルー
プホー
ム 

ぬくもりのある家庭的な雰囲気の中で、利用者一人ひとりの個性を尊重し、安心して生活を送ること
ができるような環境作りに努めた。また、地域に根ざした施設として、地域住民との交流、外出を通
し、社会とのつながりを大切にし、いきいきとした生活を送るよう支援した。 
  
グループホームじゅあんの園  定員９人×２ユニット 18 人  

延利用人数 215 人  

月平均利用人数 18 人  

地域密着型介護料 60,323,554 円 目標値 62,945,000 円 達成率 95.8％ 

利用料等収入 21,792,450 円 目標値 22,338,000 円 達成率 97.6％ 
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№ 
担当
課 

部門 

事業名等 

内 容 

重点項目（★） 

大区分 中区分 
新規 
事業 

地域
福祉
活動
計画 

発展
強化
経営
計画 

 

デイサ
ービス
センタ
ー 

一人ひとりの個性に合わせたサービスの提供をめざし、楽しむ、学ぶ、運動する、出かける等のメニ
ューを組み入れ、認知症の進行を遅らせることができるよう支援した。また、認知症の進行に伴い、家
族の不安に対し相談、援助を行い、在宅生活を継続できるよう支援した。居宅介護支援事業所との連携
を図り、利用者の確保に力を入れた。 
   
認知症対応型デイサービスセンターじゅあんの園  1 日の利用定員 12 人 

開設日数 258 日  

延利用人数 1,175 人  

月平均利用人数 98 人  

1 日平均利用人数 5 人  

介護料収入(予防含) 14,917,890 円 目標値 30,711,000 円 達成率 48.6％ 

食費等（再掲） 816,200 円 目標値 1,806,000 円  達成率 45.2％ 
 

 
 

    


	紙.pdf
	２　令和７年度事業報告前文.pdf
	（様式）令和７年度事業報告【まとめ】.pdf

